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当
、
セ
ー
フ
ガ
ー
ド
を
含
む
全
面
的
な
見
直
し
協
議

を
行
う
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。
日
本
の
よ

う
に
複
数
国
の
協
議
要
請
に
応
じ
る
国
は
他
に
は
な

く
、
各
国
か
ら
恒
常
的
な
市
場
開
放
の
圧
力
に
さ
ら

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

15
年
12
月
に
政
府
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
発
効
に
よ
る
国
内
農

業
へ
の
影
響
と
し
て
、
年
間
の
生
産
額
が
１
３
０
０

億
円
か
ら
２
１
０
０
億
円
減
少
す
る
と
試
算
。
し
か

し
、
鈴
木
宣
弘
氏
（
東
京
大
学
大
学
院
教
授
）
は
１

・
２
兆
円
も
の
減
少
に
な
る
と
、
政
府
試
算
の
甘
さ

を
指
摘
し
て
い
る
。

　

２
０
１
５
年
10
月
20
日
に
公
開
さ
れ
た
環
太
平
洋

連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
の
大
筋
合
意
内
容
を
受
け
、

農
業
関
係
者
に
衝
撃
が
走
っ
た
。
当
初
の
予
想
を
超

え
る
広
い
範
囲
で
関
税
撤
廃
が
な
さ
れ
る
か
ら
だ
。

現
場
の
農
家
か
ら
は
、
不
安
と
怒
り
の
声
が
あ
が
っ

て
い
る
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
よ
る
日
本
の
関
税
撤
廃
率
は
95
％
で
、

農
林
水
産
品
で
は
２
５
９
４
品
目
の
う
ち
２
１
３
５

品
目（
82
％
）
が
撤
廃
さ
れ
る
。「
聖
域
」
と
し
た
米

や
麦
、
牛
・
豚
肉
な
ど
の
重
要
５
項
目
（
全
５
８
６

品
目
）
で
は
１
７
４
品
目
（
29
％
）
が
撤
廃
。
米
で

も
関
税
ゼ
ロ
の
「
特
別
輸
入
枠
」
が
設
け
ら
れ
る
。

　

国
会
決
議
で
は
「（
重
要
項
目
に
つ
い
て
は
）
除

外
又
は
再
協
議
の
対
象
と
す
る
」
と
し
て
お
り
、
今

回
の
合
意
内
容
は
明
確
な
決
議
違
反
で
あ
る
。
ま

た
、
徹
頭
徹
尾
、
秘
密
交
渉
を
貫
き
、
ほ
と
ん
ど
黒

塗
り
に
さ
れ
た
交
渉
資
料
を
国
会
に
提
出
す
る
政
府

の
姿
勢
は
、
と
て
も
容
認
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

　

関
税
撤
廃
は
現
時
点
で
合
意
さ
れ
て
い
る
項
目
に

と
ど
ま
ら
な
い
。
日
本
は
、
７
年
後
に
米
国
な
ど
農

産
物
輸
出
５
カ
国
の
要
請
に
応
じ
、
関
税
、
関
税
割

農家から不安と怒りの声

Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
罠
2　

史
上
最
悪
の
農
業
つ
ぶ
し

基基  

軸軸
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

恐
る
べ
き
正
体

恐
る
べ
き
正
体
❺❺

同
志
社
大
学
大
学
院
教
授
・
浜
矩
子
氏
に
聞
く

同
志
社
大
学
大
学
院
教
授
・
浜
矩
子
氏
に
聞
く

21
世
紀
の
市
民
革
命

―
―
浜
先
生
は
、
軍
事
大
国

化
を
目
指
す
安
倍
政
権
の
経

済
・
安
保
政
策
を
批
判
さ
れ

て
い
ま
す
。
昨
年
、
強
行
さ

れ
た
安
保
法
制
に
つ
い
て
は

い
か
が
で
す
か
？

　

戦
後
、
日
本
の
軍
国
化
に

対
す
る
大
い
な
る
歯
止
め
の

役
割
を
果
た
し
て
き
た
の
が

憲
法
９
条
で
す
。
そ
の
９
条

を
踏
み
破
っ
た
の
が
安
保
法

制
で
す
。

　

集
団
的
自
衛
権
の
行
使
や

戦
闘
地
域
で
の
後
方
支
援
と

い
っ
た
軍
事
的
対
応
は
軍
事

的
エ
ス
カ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
招

く
だ
け
で
し
ょ
う
。

　

戦
争
や
殺
し
合
い
は
し
て

は
い
け
な
い
―
。
人
間
と
し

て
の
「
原
理
原
則
」
が
大
事

で
す
。
日
本
国
憲
法
の
平
和

主
義
の
徹
底
が
今
こ
そ
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

許
し
が
た
い
こ
と
に
、
そ

れ
を
積
極
的
に
放
棄
し
て
い

く
こ
と
が
安
倍
政
権
の
「
積

極
的
平
和
主
義
」
で
す
。
本

来
の
平
和
主
義
か
ら
文
脈
が

逸
脱
し
て
い
ま
す
。

反
ア
ベ
政
治

第
２
ス
テ
ー
ジ

―
―
安
保
法
制
の
廃
止
を
求

め
て
野
党
共
闘
が
拡
が
っ
て

い
ま
す
。
参
議
院
の
32
の
一

人
区
の
全
区
で
統
一
候
補
の

擁
立
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

い
ま
、
安
倍
政
権
へ
の
抗

議
運
動
が
第
２
ス
テ
ー
ジ
に

入
り
ま
し
た
。
私
た
ち
が
目

の
当
た
り
に
し
て
い
る
の

は
、
21
世
紀
の
市
民
革
命
と

言
え
る
で
し
ょ
う
ね
。
老
い

も
若
き
も
顔
触
れ
も
多
彩
。

こ
こ
に
希
望
が
あ
り
ま
す
。

　

立
憲
主
義
を
破
壊
す
る
安

倍
政
権
に
、
立
憲
主
義
を
対

置
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
。

ま
さ
に
こ
れ
か
ら
が
本
番
で

す
。
野
党
は
希
望
の
と
も
し

火
を
大
き
く
す
る
た
め
に
、

市
民
の
声
を
裏
切
る
こ
と
に

な
ら
な
い
よ
う
強
い
危
機
意

識
と
決
意
で
最
後
ま
で
共
闘

を
広
げ
て
ほ
し
い
。

　

そ
の
上
で
、
安
倍
政
権
を

本
気
で
倒
し
、
戦
争
法
を
廃

案
に
す
る
た
め
に
は
、
安
倍

政
権
に
変
わ
る
国
民
的
連
合

政
府
を
構
想
す
る
こ
と
も
必

要
に
な
っ
て
く
る
で
し
ょ

う
。
野
党
に
は
大
道
団
結
し

て
選
挙
協
力
の
先
を
展
望
し

て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。

安
倍
政
権
の

補
完
勢
力

―
―
大
阪
で
は
、
お
お
さ
か

維
新
に
期
待
す
る
府
民
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

新
自
由
主
義
的
政
策
や
改

憲
志
向
の
点
で
お
お
さ
か
維

新
は
安
倍
政
権
の
補
完
勢
力

と
な
っ
て
い
ま
す
。
現
状
へ

の
閉
塞
感
に
対
し
、
仮
想
敵

を
つ
く
っ
て
弱
者
や
庶
民
の

不
満
を
煽
る
―
。
米
大
統
領

保 

団 

連

国
会
行
動

患者負担増許さない
署名７万筆超を中間集約

　

協
会
は
、
高
齢
者
へ
の
窓
口
負
担
増
な
ど
さ
ら
な
る
患
者

負
担
増
計
画
の
中
止
と
熊
本
地
震
被
災
者
へ
の
医
療
・
介
護

の
確
保
を
求
め
て
５
月
19
日
、
国
会
議
員
要
請
を
行
っ
た
。

保
団
連
は
、「
ス
ト
ッ
プ
！
患
者
負
担
増
署
名
提
出
集
会
」を

国
会
内
で
開
催
し
、「
さ
ら
な
る
患
者
負
担
増
計
画
の
中
止

を
求
め
る
請
願
」
７
万
１
３
９
５
人
分
を
中
間
集
約
し
（
５

月
18
日
現
在
）
提
出
し
た
こ
と
を
報
告
。
要
請
・
集
会
に
は

全
国
20
協
会
１
０
０
人
が
、
協
会
か
ら
は
役
員
・
事
務
局
ら

15
人
が
参
加
し
た
。
同
署
名
は
７
月
末
ま
で
取
り
組
む
。

　

協
会
は
大
阪
選
出
議
員
47

人
に
要
請
し
、
共
産
党
の
宮

本
岳
志
、
清
水
忠
史
両
衆
院

議
員
と
面
談
し
、
協
会
の

「
２
０
１
５
年
学
校
歯
科
治

療
調
査
」
を
示
し
な
が
ら
、

歯
科
医
療
に
か
か
れ
な
い
患

者
の
実
態
な
ど
も
訴
え
た
。

　

宮
本
議
員
は
、「
貧
困
と

格
差
が
口
の
中
を
見
れ
ば
一

目
瞭
然
。
負
担
軽
減
は
当
た

り
前
だ
」
と
賛
同
。
７
月
の

参
院
選
の
動
向
に
触
れ
、

「
32
の
一
人
区
す
べ
て
で
野

党
共
闘
が
で
き
そ
う
だ
。
市

民
、
野
党
が
共
同
し
て
保
守

止
を
求
め
る
請
願
」
１
３
２

０
筆
と
「
保
険
で
よ
い
歯
科

医
療
を
求
め
る
請
願
」
６
１

１
筆
を
託
し
た
。

　

清
水
議
員
に
は
、「
さ
ら

な
る
患
者
負
担
増
計
画
の
中

止
を
求
め
る
請
願
」
１
３
０

０
筆
と
「
新
た
な
患
者
負
担

増
を
や
め
患
者
申
出
療
養
の

撤
回
を
求
め
る
請
願
」
３
２

４
筆
を
託
し
た
。

　

臨
床
・
学
術
部
は
、
医
療

従
事
者
と
し
て
の
必
要
な
接

遇
マ
ナ
ー
や
専
門
知
識
の
習

得
を
め
ざ
し
、
新
人
ス
タ
ッ

フ
総
合
講
座
を
５
月
15
日
に

開
い
た
。
歯
科
衛
生
士
、
歯

科
助
手
ら
１
３
４
人
が
参
加

し
た
。

　

接
遇
マ
ナ
ー
の
講
師
を
務

め
た
大
手
前
短
期
大
学
教
授

・
水
原
道
子
氏
は
、
歯
科
医

院
の
特
徴
や
、
医
療
現
場
で

起
こ
る
事
例
を
紹
介
し
な
が

ら
対
応
法
を
解
説
し
、「
患

者
へ
の
心
遣
い
が
基
本
」
と

強
調
し
た
。

　

助
手
編
で
は
、
西
川
眞
二

氏
（
歯
科
臨
床
学
術
部
員
）

が
『
デ
ン
タ
ル
ス
タ
ッ
フ
の

た
め
の
歯
科
保
険
診
療
ハ
ン

ド
ブ
ッ
ク
』
を
テ
キ
ス
ト
に

自
身
の
経
験
談
も
交
え
な
が

ら
受
付
事
務
の
基
礎
知
識
と

歯
科
診
療
の
流
れ
を
解
説
し

た
。

　

衛
生
士
編
で
は
、
ベ
テ
ラ

ン
衛
生
士
が
講
師
を
務
め
、

事
例
紹
介
に
基
づ
く
講
義
と

４
種
類
の
ブ
ラ
シ
や
フ
ロ
ス

を
用
い
た
相
互
実
習
を
行
っ

た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
写
真
を

ま
じ
え
て
の
講
義
は
と
て
も

理
解
し
や
す
か
っ
た
」「
相

互
実
習
を
行
う
こ
と
で
指
導

の
改
善
点
を
よ
り
理
解
で
き

た
」「
症
例
に
合
わ
せ
た
ブ

ラ
ッ
シ
ン
グ
や
ブ
ラ
シ
で
症

状
が
改
善
し
て
い
く
こ
と

に
、
衛
生
士
と
し
て
の
や
り

が
い
を
感
じ
た
」
な
ど
の
感

想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

敬
、
原
田
憲
治
、
神
谷
昇
、

竹
本
直
一
、〈
公
明
〉
北
側

一
雄
、
佐
藤
茂
樹
、
伊
佐
進

一
、
浮
島
智
子
、
樋
口
尚

也
、〈
民
進
〉
平
野
博
文
、

辻
元
清
美
、〈
維
新
〉
井
上

英
孝
、
浦
野
靖
人
、
遠
藤

敬
、
馬
場
伸
幸
、
足
立
康

史
、
木
下
智
彦
、
伊
東
信
久

参
院

〈
自
民
〉
太
田
房
江
、
柳
本

卓
治
、
北
川
イ
ッ
セ
イ
、

〈
公
明
〉
山
本
香
苗
、〈
民

進
〉
尾
立
源
幸
、〈
共
産
〉

山
下
芳
生

 

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

　

大
阪
選
出
議
員
46
人
へ
の

陳
情
結
果
は
、
議
員
面
談
２

人
、
秘
書
対
応
33
人
、
不
在

11
人
。

【
面
談
】

衆
院
〈
共
産
〉
宮
本
岳
志
、

清
水
忠
史

【
秘
書
対
応
】

衆
院

〈
自
民
〉
大
隈
和
英
、
岡
下

昌
平
、
大
西
宏
幸
、
と
か
し

き
な
お
み
、
北
川
知
克
、
中

山
泰
秀
、
大
塚
高
司
、
佐
藤

ゆ
か
り
、
左
藤
章
、
長
尾

５
・
19
国
会
行
動

要
請
議
員
一
覧

患
者
へ
の
心
遣
い
が
基
本

新
人
ス
タ
ッ
フ
講
座
に
１
３
４
人

臨床・学術部

上・宮本議員（中央）と要請団　　　　
下・清水議員（左から３人目）と要請団

実
技
講
習
を
受
け
る
衛
生
士
＝
５
月
15
日
、
保
険
医
会
館

対
野
党
の
対

決
構
図
が
生

ま
れ
て
い

る
。
安
倍
政

権
の
暴
走
を

止
め
る
大
き

な
チ
ャ
ン
ス

だ
」
と
話
し

た
。

　

「
さ
ら
な

る
患
者
負
担

増
計
画
の
中

選
の
ト
ラ
ン
プ
候
補
へ

広
が
る
支
持
と
も
似
通

っ
て
い
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

実
態
は
人
の
痛
み
を

わ
が
痛
み
と
し
て
感
じ

取
れ
な
い
〝
幼
児
的
凶

暴
性
〞
で
す
。
彼
ら
の

化
け
の
皮
を
は
が
し

て
、
幻
想
を
一
過
性
の

現
象
で
終
わ
ら
せ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

 

（
つ
づ
く
）

会談する野党党首ら（社民党HPから）

TPP大筋合意で、農林水産物の
生産減少額が著しい主な品目 　

2015政府試算 鈴木宣弘研究室試算

品　目 生産減少額
（億円）

生産減少額
（億円）

減少率
（％）

米 0 1197 6.7

牛乳乳製品 198～291 972 14.2

豚肉 169～332 2827 48.8

牛肉 311～625 1738 31.1

鶏卵 26～53 1100* 23

鶏肉 19～36 990* 32.9

みかん 21～42 911 58.9

2013年の生産額を基準にした生産減少額と減少率
＊ は「大筋合意」の関税撤廃品目であるため、関税撤
廃を前提とした前回の政府試算の数字を使用


